
提

出

者

田

中

慶

秋

平
成
十
六
年
六
月
十
五
日
提
出

質

問

第

一

九

一

号

高
速
道
路
料
金
水
準
の
見
直
し
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書
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高
速
道
路
料
金
水
準
の
見
直
し
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

高
速
道
路
の
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
当
た
り
の
料
金
水
準
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
東
名
高
速
道
路
の
東
京
〜
厚
木
間
の
よ
う
な

大
都
市
近
郊
区
間
が
特
別
料
金
区
間
と
さ
れ
、
そ
の
他
の
普
通
区
間
と
比
較
し
て
二
割
増
し
の
二
十
九
・
五
二
円
（
普
通
車
の

場
合
）
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
仕
組
み
は
昭
和
四
十
七
年
か
ら
導
入
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
交
通
量
の
多
い
大
都
市
近
郊
区
間
に
お
け
る
割
増

し
料
金
徴
収
を
三
十
年
以
上
に
も
わ
た
っ
て
続
け
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
、
道
路
公
団
民
営
化
の
流
れ
に
伴
い
、
高
速
道
路
料
金
水
準
を
一
割
引
き
下
げ
る
方
向
で
検
討
が
行
わ
れ
る
と
の
こ

と
で
あ
る
が
、
大
都
市
圏
で
の
高
速
道
路
利
用
者
が
多
く
の
負
担
を
強
い
ら
れ
て
い
る
と
い
う
現
状
か
ら
考
え
る
と
、
今
回
の

見
直
し
の
機
会
を
と
ら
え
、
高
速
道
路
に
関
わ
る
管
理
費
や
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
の
普
及
促
進
に
よ
る
人
件
費
の
カ
ッ
ト
の
よ
う
な
経
営

努
力
を
前
提
と
し
て
、
減
価
償
却
を
終
え
た
高
速
道
路
に
つ
い
て
は
料
金
を
無
料
化
す
る
と
い
う
当
初
の
方
針
か
ら
転
じ
（
た

と
え
ば
横
浜
新
道
に
つ
い
て
は
、
当
初
の
五
十
円
か
ら
百
円
、
百
五
十
円
と
段
階
的
に
値
上
げ
さ
れ
、
今
日
で
は
二
百
円
に
も

な
っ
て
い
る
）
、
昭
和
四
十
七
年
か
ら
制
度
が
導
入
さ
れ
た
時
の
原
点
に
返
り
、
公
団
民
営
化
を
し
っ
か
り
と
し
た
コ
ス
ト
意

識
の
も
と
で
進
め
る
べ
く
、
大
都
市
近
郊
区
間
の
料
金
を
他
の
普
通
区
間
と
同
一
料
金
と
す
る
、
更
な
る
引
き
下
げ
措
置
が
必

一



要
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
高
速
道
路
料
金
別
納
割
引
制
度
が
廃
止
さ
れ
、
新
た
な
制
度
創
設
に
向
け
た
検
討
が
行
わ
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る

が
、
昨
今
の
原
油
価
格
の
上
昇
が
運
送
コ
ス
ト
に
は
ね
返
る
形
で
、
物
流
制
度
を
は
じ
め
と
す
る
我
が
国
経
済
に
悪
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
の
な
い
よ
う
な
制
度
実
施
が
求
め
ら
れ
る
と
考
え
る
。

そ
こ
で
、
以
下
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

�

高
速
道
路
料
金
水
準
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
そ
の
検
討
状
況
及
び
今
後
の
見
通
し
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。
ま

た
、
大
都
市
近
郊
区
間
の
高
速
道
路
料
金
を
、
他
の
普
通
区
間
と
同
一
料
金
と
す
る
引
き
下
げ
措
置
を
実
施
す
べ
き
と
考
え

る
が
、
如
何
か
。

�

高
速
道
路
料
金
別
納
割
引
制
度
の
廃
止
を
受
け
、
少
な
く
と
も
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
の
普
及
が
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
に
達
す
る
ま

で
は
、
再
度
、
廃
止
前
と
同
程
度
の
内
容
の
割
引
制
度
を
実
施
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
如
何
か
。

右
質
問
す
る
。

二


